















はこれまで 20 次にわたる発掘調査を実施し（第 2図）、上記の絵図・文献史料による記録を実証する























東西 2ｍのトレンチを東西 2か所設定し、試掘調査を実施することとした。なお、東側を A区、西側
を B区とした（第 3図）。




















認された。また、標高 0 ｍ付近で、東西方向の石列が検出されたため、石列部分の東側を南北 3 ｍ、
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66 第 2 節　調査の概要
??????????
　建設予定範囲に南北 20 ｍ・東西 2 ｍのトレンチを東西 2 か所に設定し、東側を A 区、西側を B 区
とした。ただし、配管の埋設状況や土層の堆積状況により、実際には A区は南北 5.6 ｍ・東西 1.0 ～






















　B区東壁 A-A'・西壁 B-B' 土層断面（第 3・4図、写真 2）に基づき層序の説明を行う。
? ??? : 造成土である。上面の標高 1.6 ～ 1.9 ｍ、厚さ 30 ～ 70 ㎝である。平成期に造られた本学「助
任の丘」の盛土である。
? ??? : コンクリ－トである。上面の標高1.3ｍ、厚さ10㎝である。近・現代に造成されたと考えられる。
??? ? : 造成土もしくは攪乱とみられる。上面の標高 1.2 ｍ、厚さ 40 ～ 60 ㎝である。コンクリート
片を多量に含む。近代以降に造成されたと考えられる。
??? ? : 造成土もしくは攪乱とみられる。黒褐色 2.5Y3/1 の粗砂である。上面の標高 0.7 ｍ、厚さ 20
㎝である。近代以降に造成されたと考えられる。
? ?? : 暗灰黄色 2.5Y5/2・灰オリーブ色 5Y5/3 の中砂である。上面の標高 0.4 ～ 0.5 ｍ、厚さ 60 ㎝
以上である。径 5cm の川原石を多量に含む。近世陶磁器を少量含む。近世以降の造成土と考
えられる。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































70 第 3 節　調査成果
? ? : 灰色 N6/0 のシルト質細砂である。
? ? : 灰色 5Y6/1 の細砂質シルトである。径 10cm のブロック（灰黄色 2.5Y6/2、細砂）を多量に含む。
鉄分を含む。やや締まる。
? ? : 暗灰黄色 2.5Y5/2 の中砂である。
? ? : 灰色 5Y5/1 の細砂である。径 5cm のブロック（灰色 7.5Y6/1、細砂）を少量含む。
?? ? : 明オリｰブ灰色 2.5GY7/1 の細砂質シルトである。径 10cm のブロック（灰黄色 2.5Y6/2、細砂）
を多量に含む。鉄分を含む。やや締まる。
??? :にぶい黄色2.5Y6/3のシルト質細砂である。径5cmの礫を少量含む。やや締まる。瓦片を含む。
?? ? : 浅黄色 2.5Y7/3 の細砂質シルトである。径 10cm のブロック（灰白色 7.5Y7/1、シルト）を多
量に含む。鉄分を含む。やや締まる。
?? ? : 灰白色 10Y7/1 の細砂質シルトである。
?? ? : にぶい黄橙色 10YR6/3 のシルト質細砂である。やや締まる。塩基性片岩による石列を伴う。
?? ? : にぶい黄色 2.5Y6/3 のシルト質細砂である。径 3cm の礫を含む。径 5cm のブロック（灰白色
7.5Y7/1、シルト）を多量に含む。鉄分を含む。やや締まる。
?? ? : 灰黄色 2.5Y6/2 の細砂である。径 3cm のブロック（灰白色 5Y7/1、シルト）を極少量含む。や
や締まる。
?? ? : にぶい黄色 2.5Y6/3 の細砂質シルトである。炭化物を少量含む。やや締まる。
?? ? : 灰色 7.5Y6/1 のシルト質細砂である。径 3cm のブロック（灰白色 7.5Y7/1、シルト）を多量に
含む。やや締まる。
?? ? : 灰色 N6/0 の中砂である。地山であろうか。
　5～ 18 層は、斜めに堆積しブロックが多く含まれる層を伴う点から、盛土と推定される。B区北半
において 3・4層を除去した面から検出され、検出面の標高は -0.2 ～ 0.8 ｍである。規模は現状で南
北 7.8 ｍ以上、厚さ 1.0 ｍ以上が確認される。なお、調査範囲が狭く断定はできないが、19 層は地
山の可能性がある。
　これらの層の堆積状況をみると、大きく 2 つの層に分けられる。5・11・14・16・17 層は黄褐色の
細砂層であるのに対し、7・10・12・15・18 層は黄褐色の砂層と灰色のシルト層がブロック状に混ざっ
ている状態である。そして、両者がおおよそ交互に堆積している状況が観察された（第 4図、写真 2）。
また、14 層には最大長 30 ～ 40cm 程度の塩基性片岩によって形成された、幅南北 1.0 ｍ程度、長さ
東西 3.0 ｍ以上の石列が確認された（第 3 図）。10 層には杭痕がみられるが、本来の掘り込み面と所
属時期は不明である。

































　盛土と考えられる 5 層（第 4 図、写真 2）から、瀬戸・美濃系陶器の鎧茶碗（第 6 図－ 1）が出土
している。外面にはトビガンナの文様が施される。外面口縁部下の沈線より下には灰釉、沈線の上か
ら内面にかけては緑釉が施されている。沈線部には釉薬はみられない。鎧茶碗は18世紀後半に出現し、
19 世紀中頃まで存続することが指摘されている（藤澤 1998）。同じく盛土とみられる 11 層から平瓦
片が出土しているが時期は不明である。
　近世以降の造成土と考えられる 4層からは、瀬戸・美濃系磁器碗の蓋（第 6図－ 2）が出土している。
形態的にみて広東形碗の蓋と考えられる。外面と摘み内に染付で松文が施されている。見込にも染付
72 第 3 節　調査成果
による文様がみられるが、モチーフは不明である。広東形碗は 1780 ～ 1840 年代に盛行することが指
摘されている（大橋 2004）。
???????
　今回の調査では、近世の宅地開発に伴うと考えられる盛土の南端部が検出され、絵図から知られる
「常三島」地区の南限が確認されたといえよう。ただし、この盛土が造成された細かな時期や石列の
性格については、今後の検討課題となった。
（三阪一徳）
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